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さきばる
さいごまで きあいをいれて ねばりづよく がんばる子ども の育成

毎月，新聞社２社の協力をいただき，奄美市内各小中学校の児童生徒作文が掲載されております。
来月の６月には，本校４名の児童生徒の作文が掲載予定となっています。ぜひ，お読みいただきたい
と思います。また，本校の「親子読書の日」（来月は25日）の取組にも，御協力いただきますよう，よ
ろしくお願いします。

６/1 (火) 修学旅行（小学５・６年生）

～３ (木) 修学旅行（小学５・６年生）延期

６/ ７ (月) プール開き

６/ ９ (水) 奄美自然の家 宿泊学習

～１０ (木) 奄美自然の家（中学生）実施

６/1２ (土) 家庭教育学級開講式・講演

６/1４ (月) ふるさと体験留学（小学生）

～１８ (金) ふるさと体験留学 中止

６/２9 (火) 期末テスト（中学生）

～7/1 (木) 期末テスト（中学生）

６月２５日（金）

「親子読書の日」
親子で本に親しみ，本を
通じて親子が共有する時
間をもちましょう。

６月12日（土）の第２土曜日に，今年度の家庭教育
学級がスタートします。第１回目の内容としましては，
開講式ならびに人権学習（コンサート）を予定してい
ます。人権学習には児童生徒も参加し，歌に込められ
た想い等について学び，人権について考える機会にな
ればと思っています。多くの保護者の皆様の御参加を
よろしくお願いします。（詳細につきましては，後日，
案内プリントを配布いたします。）

【設定理由】「仰ぐ」は上を向く，前向きという意味があり，どんな時も前を向き夢をあきらめたりし
ないで強い気持ちで前進してほしいという願いを込めました。（生徒会長 愛川琥珀さんから）
崎原小中学校の児童生徒会は，「総務委員会」，「図書・広報委員

会」，「保体・給食委員会」の３つの委員会で組織されています。
毎月それぞれの委員会が目標を掲げてよりよい学校を目指して取

り組んでいます。

毎週火曜日に児童生徒と先生方とで緑化活動を行っています。今週
の５月11日（火）は，日々草とジニアを植えました。係の先生の説明
の後，３つのグル－プに分かれて土をポットに入れたり種を蒔いたり
しました。芽が出てくると水やり・追肥等の管理作業をする予定です。

５月12日（水）に避難訓練を実施し
ました。地震が起き，火災が家庭科室
で発生したことを想定して行いまし
た。児童生徒は，無言で迅速に避難で
きました。

｢ ｣幾度も困難を乗り越え，サキバルの教育の火を灯し続けてきた，先人の皆様に最大級の敬意を･･･
校 長 長﨑 克則

先日，ある方から「学校にある資料の中で，崎原や崎原校の歴史に関する資料があ
れば，学校だよりなどで紹介してください 」とリクエストをいただきました。。
そこで今回は，学校に現存する資料のうち，昭和５３年３月に発行された【創立７

０周年記念誌】の中から，昭和２０年に崎原に赴任された東 可梯 初代校長先生の
記録 【※崎原校沿革略記】を紹介させていただきたいと思います。，

この資料には元々，切甫野原と呼ばれていた場所が崎原という地名へとなった由来
や明治１４年頃には寺子屋式教育が行われていた様子なども記載されています。
また昭和の時代になり，自然災害による校舎の倒壊などの被害を数回にわたって受

けたことが伝えられています。また大戦中には空襲・爆撃の被害もあったことがわか
ります。
しかし，そのような困難のたびに，校区の皆様が協力し，崎原校の独立昇格を目指

して奮闘されてきたことが記されています。時には，三方村の安木屋場（現在の西仲
勝の一部ではないかと推察しています ）から材木を調達したり，加計呂麻島の瀬相に。
あった海軍の病院の建物をもらい受け，分解して運び，校舎として組み立てたりした
ことも記録されています。

また，同記念誌には東 可梯 初代校長先生の玉稿も掲載されており，崎原校区民
の教育に対する熱い情熱，校舎や敷地の整備や拡張，職員の食料や住宅への温かい協
力等への感謝の気持ちが綴られています。

この機会に，幾度も困難を乗り越え，サキバルの教育の火を灯し続けてきた，先人
※ １間（けん）は，今の単位でおよそ です。の皆様に最大級の敬意を表します。 1.8m

崎原小中学校 (ホームページ)と崎原小中学校ブログ【崎原日誌】の紹介HP
本校の教育活動状況を広く公開することを目的として，学校だより等の発行に加え，

インターネット上にてホームページ及びブログの更新等を進めたいと考えております。
先日，インターネット利用についてのガイドライン及び個人情報の保護に関する配慮事項に

ついて，保護者の皆様の御理解と御承諾をいただくことができましたのでこれから積極的に情
報を発信して参りたいと考えています。
ブログの方にはコメント記入機能もありますので，御意見や御感想をお聞かせくださると幸

いです。よろしくお願いいたします。

崎原小中学校 (ホームページ) 崎原小中学校ブログ【崎原日誌】HP

PV !!（ﾍﾟｰｼﾞﾋﾞｭｰ）がもうすぐ３０万に到達します
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